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調達要求番号： 

陸 上 自 衛 隊 仕 様 書 
物品番号  仕 様 書 番 号 

高性能野外線 

ＪＷＤ－２／ＴＴ 

ＧＳ－Ｃ１１５９３２Ｃ 

防衛大臣承認     年  月  日 

作    成 平成２４年１１月２６日 

変    更 令和 ５年 ４月１７日 

作成部隊等名 補給統制本部 通信電子部 

1 総則 

1.1 適用範囲 

この仕様書は，野外通信システムなどの装置間を接続する高性能野外線ＪＷＤ－２／ＴＴについて

規定する。 

1.2 用語及び定義 

この仕様書で用いる用語及び定義は，次によるほか，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１による。 

1.2.1 

ＰＥ 

ポリエチレンを主体としたコンパウンドをいう。 

1.3 種類 

種類は，表1による。 

表1－種類 

番号 品名 物品番号 

１ 高性能野外線ＪＷＤ－２／ＴＴ（３２０） ６１４５－２８９－０５４２－５ 

２ 高性能野外線ＪＷＤ－２／ＴＴ（１ ４００） ６１４５－２８９－０５４３－５ 

1.4 製品の呼び方 

 製品の呼び方は，表1の品名による。 

   例 高性能野外線ＪＷＤ－２／ＴＴ（３２０） 

1.5 引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書の一部を成

すものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

a) 規格 

ＡＳＴＭ Ｄ ４５６６     電気通信用電線及びケーブルの絶縁及びジャケットの電気性能 

特性の標準試験方法 

ＪＩＳ Ｃ ３００５      ゴム・プラスチック絶縁電線試験方法 

ＪＩＳ Ｚ ９０１５－１    計数値検査に対する抜取検査手順－第１部：ロットごとの検査 

に対するＡＱＬ指標型抜き取り検査方式 

b) 仕様書 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１ 陸上自衛隊電子機器共通仕様書 

ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１ 陸上自衛隊装備品等一般共通仕様書 
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2 製品に関する要求 

2.1 材料 

材料は表2を参考とし，細部は，承認図面による。 

表2－材料 

番号 項目 材料 

１ 導体 電気用軟銅線 

２ 絶縁体 ＰＥ（青／白） 

３ 介在紐 アラミド繊維（片より品） 

４ 押え巻 プラスチックテープ（幅１０ ｍｍ，厚さ０．０２５ ｍｍ） 

５ シース ＰＥ（黒） 

2.2 構造・寸法・加工方法 

構造・寸法及び加工方法は，表3及び図1を参考とし，細部は，承認図面による。 

表3－構造・寸法及び加工方法 

番号 項目 構造・寸法・加工方法 注記 

１ 導体 素線数 ７本 － 

２ 撚合 ピッチ２０ ｍｍ以下 － 

３ 外径 ０．５７ ｍｍ±０．０１ ｍｍ  

４ 絶縁体 外径 １．１１ ｍｍ±０．０５ ｍｍ － 

５ 対撚合 ピッチ３０ ｍｍ以下 － 

６ 介在紐 図1による。 － 

７ 押え巻 図1による。 － 

８ 

 

シース 厚さ 標準０．７７ ｍｍ 

最小０．５６ ｍｍ以上 

－ 

９ 外径 ３．９ ｍｍ±０．２ ｍｍ － 

１０ 長さ（質量） ３２０ ｍ以上（４．７ ｋｇ以下） 種類１ 

１ ４００ ｍ以上（２０．３ ｋｇ以下） 種類２ 
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図1－高性能野外線ＪＷＤ－２／ＴＴ 
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2.3 性能 

 性能は，表4によって試験を行い，表5に示す性能を満足する。 

表4－性能に対する試験方法 

番号 項目 試験方法 試験条件 

１ 導体抵抗 ＪＩＳ Ｃ ３００５箇条4.4によ

る。 

ＪＩＳ Ｃ ３００５の表2によ

って，２０ ℃のときの線路１ 

ｋｍに対する値に換算する。 

２ 耐電圧 ＪＩＳ Ｃ ３００５箇条4.6 b)によ

る。 

a) 試験電圧：ＡＣ １ ｋＶ 

b) 試験時間：１分間 

３ 絶縁抵抗 ＪＩＳ Ｃ ３００５箇条4.7.1b)に

よる。 

－ 

４ 特性インピー

ダンス 

ＡＳＴＭ Ｄ ４５６６ 特性インピ

ーダンス 開放短絡法による。 

試験周波数：１ ＭＨｚ 

５ 減衰量 ＡＳＴＭ Ｄ ４５６６ 減衰量測定

法による。 

試験周波数：１ ＭＨｚ 

６ 耐巻付加熱性 完成品から試料をとり，自己径の丸

棒に巻き付けを行ったのち加熱を行

う。 

保持時間経過後，試料の表面を目視

にて確認を行う。 

a) 巻き付け回数：５回 

b) 試験温度：９５ ℃±２ ℃ 

c) 保持時間：１時間 

７ 耐低温巻付性 完成品から試料をとり，試験温度に 

て保持時間経過したのちに自己径 

の丸棒に巻き付けを行い，試料の表 

面を目視にて確認を行う。 

a) 巻き付け回数：５回 

b) 試験温度：－４０ ℃±３ ℃ 

c) 保持時間：１時間 

８ 引張強度 完成品から試料をとり，引張試験機

によって張力を加え，導体が断線し

た際の値を確認する。 

引張速度：５０ ｍｍ～３００ 

ｍｍ／毎分 

９ 破壊強度 完成品から試料を２本とり,交差す

るように環を作り，引張試験機に取

り付ける。試験条件の速度にて，張

力を加え，導体が断線又は混線した

際の値を測定する。 

引張速度：５０ ｍｍ～３００ 

ｍｍ／毎分 

 

１０ 荷重強度 完成品から試料を２本とり，９０°

に交差させ樫木に置く。交差点に加

重を加え，導体が断線又は混線した

際の値を測定する。 

直径５０ ｍｍの円板によって

加重を行う。 

表5－性能 

番号 項目 性能 

１ 導体抵抗 １６０ Ω／ループｋｍ以下（２０ ℃） 

２ 耐電圧 １ ｋＶｒｍｓ以上の電圧を１分間印加したとき，異常がない。 
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表5－性能（続き） 

番号 項目 性能 

３ 絶縁抵抗 ３ ０００ ＭΩｋｍ以上 

４ 特性インピーダンス １２５ Ω ±１０ ％（１ ＭＨｚ） 

５ 減衰量 １７.２ ｄＢ／ｋｍ以下（２０ ℃，１ ＭＨｚ） 

６ 耐巻付加熱性 ひび・割れがない。 

７ 耐低温巻付性 ひび・割れがない。 

８ 引張強度 ３７２ Ｎ以上 

９ 破壊強度 ３７２ Ｎ以上 

１０ 荷重強度 １０ ０００ Ｎ以上 

 

3 品質保証 

3.1  試験 

試験は，表4による。 

3.2 監督・検査 

監督及び検査は，契約担当官等が定める監督・検査実施要領によるほか，次による。ただし，既契

約にて承認及び検査を受けた材料，設計及び加工方法に変更がないことを確認した場合は，書類審査

による検査とする。 

a) 検査ロットの構成 

検査ロットの構成は，通常同一契約によるものを１ロットとする。 

b) 抜取方式 

抜取方式は，ＪＩＳ Ｚ ９０１５－１によって行い，検査水準Ⅱによるなみ検査の１回抜取方式 

とする。 

c) 検査項目 

検査項目は，表6とし，検査の順序は特に定めない。 

表6－検査項目 

番号 項目 抜取検査方式（１回抜取検査） 

ＡＱＬ 検査水準 

１ 構造・寸法・加工方法 １．０ 通常検査水準Ⅱ 

２ 質量 

３ 導体抵抗 

４ 耐電圧 

５ 絶縁抵抗 

６ 特性インピーダンス 

７ 減衰量 

８ 長さ 試料数及び判定基準は，表7による。 

９ 耐巻付加熱性 

１０ 耐低温巻付性 

１１ 引張強度 

１２ 破壊強度 

１３ 荷重強度 
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表7－試料数及び判定基準 

番号 ロットの大きさａ） 試料数ａ） 判定基準 

１ １～５０ １ 不適合数ａ） 

０：合格，１以上：不合格 ２ ５１～１００ ２ 

３ １０１以上 ３ 

注ａ） 単位については，巻とする。 

 

4 出荷条件 

4.1 包装 

包装は，調達要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

4.2 包装の表示 

包装の表示は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の4.2.3によるほか，個装及び内装の表示は，調達

要領指定書によって指定する場合を除き，商慣習による。 

 

5 その他の指示 

5.1 承認用図面 

契約の相手方は，2.1，及び2.2について，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｃ０００００１の箇条4によって，承認

用図面３部を契約担当官等に提出し承認を受ける。 

 なお，提出する場合は，官側の事前指示を受ける。 

5.2 知的財産権に関する注意 

知的財産権に関する注意は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.1 a)～c)によるほか，次による。 

a) 契約の相手方が，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.1 a)に定める必要な措置を講じなかったこ

とによって官側が損害を受けた場合には，官側は，契約の相手方に対してその損害につき賠償を

請求する。 

b) 官側及び契約の相手方は，知的財産権の権利の帰属などに関し，疑義が生じた場合は，その都度 

協議して解決しなければならない。 

5.3 仕様書に関する疑義 

この仕様書に関する疑義は，ＧＬＴ－ＣＧ－Ｚ０００００１の8.3による。 


